
競技バドミントンに多角的アプローチ
　近年、世界を舞台にした日本人選手の活躍も目立つバドミント

ン。年齢や性別に関係なく取り組めるのが大きな魅力であり、また

景気変動の影響を受けにくいことも、この競技の特徴といえます。

本誌は、競技としてのバドミントンの魅力や奥深さを多角的にと

らえる、日本唯一の専門誌です。
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■ 料金表

誌　名：バドミントン・マガジン
創　刊：1980年2月
発行日：毎月22日
定　価：980円
体　裁：B5判無線とじ

※はタチオトシ寸法です
製版線数は表紙・口絵は175線、本文は133線です。

※入稿はMacintoshフルデータでお願いいたします。
データ入稿に関しましては、雑誌広告デジタル送稿推進協議会作製、デジタル
送稿の「データ制作ルール」および「仕様書／確認書」、またQRコードにつき
ましても、QRコード作製についての注意事項に基づき製作していただきますよ
うお願いいたします。

日本雑誌協会のHPは下記です。
http://www.j-magazine.or.jp/

 掲載面 色数 スペース 料金 仕上がりサイズ
    （円） 天地×左右（mm）

 表4 4色 １P 850,000 240×172 ※

 表2見開 4色 2P 1,200,000 257×364 ※

 表3 4色 １P 550,000 257×182 ※

 カラー 4色 １P 550,000 257×182 ※

 モノクロ 1色 １P 250,000 257×182 ※

 モノクロ 1色 タテ1／2P 140,000 230× 70

 モノクロ 1色 タテ１／3P 100,000 230× 50

 モノクロ 1色 ヨコ１／5P 70,000  45×150

年代別読者比率 職業別読者比率 男女別読者比率 地域別配本比率
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